
〔曲 名〕Illusion Perdues  

     消え失せたまぼろし         

〔曲 種〕

          

〔作曲者〕H.Lavitrano

          ジヤチント ラヴィトラノー

〔編 曲〕

 作者は十九世紀後期のイタリア・イスキア鳥に生まれ1938年12月16日アルジェリアのポーナに逝いた作

曲家。

始めフランス人から音楽の手ほどきを受けナポリでパォレッティから和声と対位法を、そしてナポリの

音楽学校でフォルトウッチに学んだ。

その後多くの作曲コンクールに入賞、マンドリン音楽ではトリーノでローラ序曲、

パリーではレナ一タ、ミラノではロマンツァとボレ口が入賞之等はいづれもこの作者の代表作として本

邦でも親しまれている。

彼の作品にはいづれも彼の定住地となったアルジェリアの明るく輝く異国情緒豊かな息吹きが感じられ

革新的な大担な手法が魅力となっている。

晩年数種の作品がパリーのレステュディアンティナから出版せられたが本曲もその一つで、

作者が功成り名遂げて静かな心境の許に書かれたものと推察される。

代表作に見られるような履気の跡はないが滋味掬すべきミヌエットである。

1970年６月10日発行

イタリアマンドリン百曲選第６集より
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